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平成３０年度 第４回 とみやわくわく市民会議 実施状況 

  

テ ー マ 
地域・学校・家庭の協働による教育活動について  

～連携・協働による教育活動について～ 

日 時 平成３０年１２月１７日（月） 午後１時３０分～午後３時３０分 

場 所 富谷市まちづくり産業交流プラザ 

座 長 宮城大学 事業構想学群 准教授 佐々木 秀之 

参 加 者 

一般参加者   １０名 

宮城大学学生  ２名 

富谷市     １１名（市長、教育長、市民協働課４名、生涯学習課５名） 

傍聴者等    ５名（一般３名、報道機関２名） 

 

 

時間 内容 状況写真 

13:30～ 

14:00 

オリエンテーション 

①自己紹介 

②施設見学 

  

  
 

14:00～ 

15:30 

会議 

①市長あいさつ 

②座長あいさつ 

(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ上映) 
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③情報提供 

(生涯学習課) 

④意見交換 

(グループワーク) 

⑤座長まとめ 

⑥市長、教育長感想 

  

  

  

   

15:30～ 

 

自由交流 
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Ẇ שּ Ọשּ ṇ  

☆演劇で富谷市をひとつに 

演劇の制作過程で異なる意見や価値観を持つ人たちをまとめることで、グローバルな視点やコミュ

ニケーション能力を養うことができる。演劇を通じ、地域全体で学びあえる場を作り、新たなつなが

りや力を生み出す。 

 

＜アイデア等＞ 

・富谷の歴史を演劇で表現する 

・富谷の伝統芸能を取り入れる 

・地域住民や外国人も衣装や小道具作成などの製作に関わる 

 

＜座長より＞ 

 地域の人と一緒に何かを作ろうという時に、郷土料理作りもあがっていたが、富谷の歴史を演劇で

表現するというプロジェクトは良いと思う。 
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Ẇ שּ ọשּ ṇ  

☆知る・考える・つなぐ 

 地域・学校・家庭をつなぐ取り組みは学校支援に偏っている。若者が地域のことを知らない現状が

あるため、まずは地域の活動を知り、そこから考えて行動することで知恵が生まれ、つながりができ

ていく。 

 

＜アイデア等＞ 

・ひとつのテーマ（防災、環境美化、福祉）を設けて、行政などと連携する 

・行政から方針を打ち出すなどのバックアップを行い、活動を支援する 

 

＜座長より＞ 

 コミュニティのあり方が変わってきている。以前は町内会のような地縁的なものだったが、現在は

スマホも登場し、多様なネットワーク型のつながりになってきている。これまでは学校単位でやって

きたが、そこでは括れないものが出てきたのではないか。そうなると地域を知らないということが出

てくるため、何かテーマを持ってもう一度つながりを作るというプロセスは欠かせないのではない

か。 
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Ẇ שּ Ỏשּ ṇ  

☆富谷から拡がる可能性 

 地域の運動会や夏祭り、凧あげ体験などの活動が昔から行われているが、少子高齢化の影響で人口減

少の問題が出てきている。その中で新たに団地に住み始めた人もそれらの体験に参加でき、富谷に関わ

る活動に参加することで、富谷に愛着を持てるような原体験が必要である。 

 

＜アイデア等＞ 

・子どもたちの将来に役立つ体験 

 →幼少期の体験は印象に残るため、多様性や人を理解する心を育む体験 

・原体験を通じて、世代や性別を超えたつながりを持つ 

 

＜座長より＞ 

 原体験は非常に重要である。地域にあるものをどう活かすか、若者がそれを見出していくのは多世代

が共生していくうえで重要なプロセスである。 
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今まで地域を支えてきた皆様も、時にいろいろな世代と交わる場が必要なのだと教えていただきま

した。多世代とがざっくばらんに話せる場というのを作っていくことが双方にとって必要なのだと思

いました。今日出てきたアイデアとしては、演劇、プロセス、原体験ということで、これらのアイデ

アも即活かせるものだと思いますし、やはり無理のないものということは大事だと思います。持続可

能で続けていけるものは、楽しいことや、無理のないものだと思います。今日は他世代で世代を超え

た話をしましたが、考えているところは必ずしもぴったり一致することはありませんが、それをひと

つに見出せるゾーンがあるのだと思いました。 

今日は貴重なご意見をいただきありがとうございました。今回のテーマである地域・学校・家庭の

協働による教育活動の始まりは、まずつながることから、つながるためにはいろいろなきっかけが必

要ということで、例えば富谷の伝統的な活動のプロセスや体験を通じていろいろなことを学んでいく

ことについては、皆さんに共通していると思いました。これからはつながるきっかけを皆さんで作っ

ていき、つながるプロセス、体験の中で自然と学んでいけるものなのだと改めて認識したところです。

今後はそのような機会を作っていきたいと思いますし、そこに市民の皆さんがいろいろな形で関わっ

ていただければと思います。そしてなによりも実現したいのが演劇で、富谷の歴史を演劇でというの

は、私も願っていたことなので、市民演劇に向けてぜひスタートしていければと思います。 

本当にたくさんの意見を聞かせていただき、大変充実した中身の濃い時間でした。初めに教育長と

して発言いたします。あと 2年後に実施されますが、教育課程が小学校から 1年ごとに大きく変わり

ます。この新しい教育課程のコンセプトの根幹が開かれた教育課程ということです。この開かれた教

育課程というのは、私は時代の要請だと思っています。これまで学校というのは内向きでやってきま

したけれども、これからは外向きに姿勢を変えていろいろな方からアイデアをもらいながら、子ども

たちの学びを深めていくということにシフトを変えていかないと、これからの世の中は予測のできな

い変化の激しい世の中になっていきますし、大変著しい技術革新が子どもたちの目の前に待っている

わけですから、そこで生きていく子どもたちには、やはり外向きの主体性がこれからは大事なのだと

改めて思いました。 

次に、私個人として発言いたします。原体験ということで、私は県北の農村で育ちましたので、毎

日が自然体験活動であり、地域活動でした。それも子どもたちだけでやっていました。年長者の子ど

もたちがリーダーになって、その地域の子どもたちが全部集団で活動していました。その中に大人が

関わると、地域のお祭りや神楽などの行事に参加させられてきましたので、それらが自然にできてい

たのが私の原体験です。もうひとつお話ししますと、２０年前に宮城県内のへき地の学校に校長とし

て赴任した時に、とても素晴らしい所だと感じました。へき地というのは、昔の技術や自然、暮らし

が根づいている所です。地域を学びのフィールドにということで、地域活動を徹底して取り上げまし

た。そこで教えてくれたのが、私がふるさと学習講師として任命した地域の皆さんでした。今やって

いる自然ふれあい学校も、その延長上にあると思っていて、ぜひ地域の皆さんからたくさん力をいた

だきながら、子どもたちの体験を深めていきたいと思います。 


